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１．歴史的風致形成建造物の指定の方針 

歴史的風致形成建造物の指定は、歴史的風致の維持向上を目的としており、重要

文化財の指定とは異なり、建造物の現状変更を規制するものではない。文化財とし

て指定や登録されておらず、これまで保存に対する支援の仕組みがなかった歴史的

風致の形成に重要な建造物を含めて、所有者等による保全等を支援することを目的

とするものである。 

坂井市では、固有の歴史的風致を形成する上で重要な構成要素となる歴史的建造

物のうち、重点区域における歴史的風致の維持向上を図るため、外観をはじめ保

全・整備が必要となる建造物について、歴史と伝統を反映した市民の活動との関連

性を考慮した上で、「歴史的風致形成建造物候補」として選定する。候補として選定

した建造物のうち、建造物の状況や所有者の意向等を総合的に判断して、「歴史的風

致形成建造物」として指定する。 

歴史的風致形成建造物として想定されるものは、丸岡城や丸岡藩に関連する庭園、

寺社、門等の構造物を含む。また、三国の旧市街地の歴史的な町並みを構成する民

家や商業建築、国人領主・歴代藩主・豪商の支援で創建され、維持されてきた寺社、

明治以降の港湾・鉄道などのインフラに関する建物・工作物を含む。その他、歴史

的な価値の認められる用水、橋梁等の土木工作物も対象とする。 

なお、重点区域内においては、歴史的建造物、歴史的町並み、歴史的集落、文書

資料に関する継続的な調査を実施し、下記に掲げる要件に該当するものについては、

計画期間中においても、随時、「歴史的風致形成建造物候補」の追加を行う。 

なお、歴史的風致形成建造物候補については、計画期間中に歴史的風致形成建造

物に指定し得る候補とするものであって、８章に記載する歴史的風致建造物の管理

の指針は適用されない。 

 

２．歴史的風致形成建造物の指定要件 

重点区域内における国指定文化財を除く歴史的建造物で、以下のいずれかに該当

するものを指定する。 

（１）指定基準 

① 建造物の形態・意匠又は技術が優れているもの 

② 建造物として歴史性及び地域性、希少性の観点から保存が必要なもの 

③ 町並み・集落の構成要素として歴史的風致の維持向上に資する建造物 
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（２）指定条件 

 ① 文化財保護法第 57 条第 1 項に基づく国の登録有形文化財 

② 福井県文化財保護条例第 4 条第 1 項に規定する福井県指定有形文化財 

③ 福井県伝統的民家の保存および活用の推進に関する条例第 2 条に規定する伝統

的民家（福井県伝統的民家認定制度） 

④ 坂井市文化財保護条例第 4条第 1項に規定する坂井市指定文化財 

⑤ 坂井市登録文化財規則第 2条第 1項に規定する坂井市登録文化財 

⑥ 景観法第 19 条第１項に基づく景観重要建造物 

⑦ その他、歴史的風致の維持及び向上に資するものとして坂井市長が特に認めた

もの 

※１ 歴史的風致形成建造物は、歴史まちづくり法による単独指定であり、１期

10 年の指定期間が有効期間となる。修復などが実施され、維持向上が実現した

ときは、次の１期 10 年では指定から除外することもある。歴史まちづくり法の

法定協議会および三省庁の計画認定により歴史的風致形成建造物を市長名で決

定する。 

※２ 景観法の景観重要建造物との二重指定は可能であり、その場合には、景観

法と歴史まちづくり法を一体的に実務運用して、国の補助制度等を活用して建

物の維持向上を図る。 
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３．歴史的風致形成建造物の候補 

 重点区域内に置いて、候補となる歴史的風致形成建造物は、以下のとおりである。 

 
歴史的風致形成建造物の候補一覧 

No. 名称・写真 所在地 所有者 築年 指定区分 
関連する 

歴史的風致 

1 

久保田酒造 庭園 

丸岡町山久保 

27-45 
企業    

丸岡城にみ

る歴史的風

致 

2 

白道寺 庭園

 

丸岡町石城戸町

3-22 
白道寺   

丸岡城にみ

る歴史的風

致 

3 

宮太旅館 

三国町南本町 

3 丁目 
個人 

19 世紀中

期 
  

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

4 

旧森田銀行本店 

三国町南本町 3-

3-26 
市 

大正 8 年 

(1919） 

登録 

有形 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 
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5 

旧大木道具店店舗兼主屋 

土蔵

 

三国町北本町 

4-423-6 
市 

昭和元年

（1926）

～ 

昭和 20

年

（1945） 

登録 

有形 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

6 

旧岸名家住宅主屋 

三国町北本町 

4-6-54 
市 江戸末期 

登録 

有形 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

7 

魚志楼（松崎家住宅） 

主屋、西蔵、東蔵、 

奥屋敷 

三国町神明 

3-7-23 
個人 

明治 45

年 

（1912）

～ 

大正 14

年

（1925） 

登録 

有形 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

8 

眼鏡橋 

三国町宿 

1-11-44 
市 

大正 2 年

（1913） 

登録 

有形 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 
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9 

えちぜん鉄道三国港駅 

駅舎 

 

三国町宿 1-16 市 

大正 12

年

（1923） 

  

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

10 

西野家住宅 

三国町安島 個人 明治期 
市指定 

文化財 

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

11 

松崎家住宅 

（魚志楼 隣の建物） 

三国町神明 3 個人 不明   

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

12 

妙海寺（山門と石垣）

 

三国町山王２丁

目 
妙海寺 

創建 

1577 年 

山門の年

代は不明 

  

海とともに

栄えた三国

にみる歴史

的風致 

13 

橋本区の地蔵堂 

 

三国町神明３丁

目 4-36 
橋本区 不明  

瀧谷寺に見

る歴史的風

致 
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歴史的風致形成建造物候補の位置図 

丸岡城周辺重点区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三国重点区域 
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１．歴史的風致形成建造物の管理の基本的な考え方 

歴史的風致形成建造物の維持・管理については、福井県や坂井市の文化財保護条

例等の別の法律または条例に基づき指定等がされている建造物については、その法

令に基づき適正に維持・管理を行う。また、その他の建造物については、その価値

に基づき適正に維持・管理を行うこととする。 

適正な維持・管理は、所有者等による維持・管理を基本とし、適正な維持・管理

を図る。また、維持・管理を行う上で修理が必要な場合は、その特徴を顕著に示す

意匠や装置の保存または復元に努めることする。 

また、歴史的風致形成建造物は、一般公開や諸活動が行われることにより歴史的

風致の維持及び向上に寄与するため、積極的な公開・活用が進められるよう、パン

フレット・ホームページなどを通じての広報活動や市民団体などが実施している活

動との協働による啓発活動を継続的に実施していくこととする。 

 

２．歴史的風致形成建造物の管理の指針 

（１）保存、修理、活用について 

歴史的風致の維持及び向上の観点から、当該建造物の維持・保存を基本とする。

具体的には、外観は本来の建造物の意匠を尊重した範囲で実施する改変は可能とす

る。内部については、梁など主要部材はできる限り維持し、価値の高い欄間などに

ついてもできる限り維持する。居住する建物については、生活条件の改善に必要な

更新、リフォームは可能とする。店舗、宿泊施設などに活用する建物については、

それに必要な更新、リフォームは可能とする。 

 

（２）坂井市の指定文化財 

市指定文化財は、市の文化財保護条例に基づく現状変更等の許可制度により保護

を図る。建造物の外観及び内部とも現状保存を基本とし、これらの建造物を維持・

管理もしくは公開活用のために修理する場合には、現状復旧を基本とし、形状等を

変更するものではなく、修理の方法は専門家の指導を経て決定する。文化財建造物

の修理経験がある設計者に修繕設計を依頼する。現状変更においては、建造物の保

存上影響がないようにし、公開・活用のために必要な最小限の変更とすることで文

化財的価値が損なわれないようにすること。 
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（３）それ以外の制度に基づき指定或いは登録された文化財 

それ以外の制度により指定或いは登録された文化財については、当該の法律、条

令に基づき当該建造物の維持・保存を基本とする。具体的には登録有形文化財、景

観重要建造物、県指定有形文化財、福井県伝統的民家認定制度における伝統的民家

である。 

 

 

３．届出が不要の行為 

法第 15 条第１項第１号及び同法施行令第３条第１号に基づく届出不要の行為につ

いては、次の場合とする。 

 文化財保護法第 57 条第１項の規定に基づく国の登録有形文化財について、同

法第 64 条第１項の規定に基づく現状変更の届出を行った場合 

 福井県文化財保護条例第４条第１項の規定に基づく県重要文化財について、

同条例第 20条第１項の規定に基づく現状変更等の許可の申請及び第 21条第１

項の規定に基づく修理の届出を行った場合 

 坂井市文化財保護条例第 4条第１項の規定に基づく市重要文化財について、同

条例第 13条第１項の規定に基づく現状変更等の許可の申請及び第 11条第１項

の規定に基づく修理の届出を行った場合 

 景観法第 19条第１項の規定に基づく景観重要建造物について、同法第 22条第

１項に基づく現状変更の許可申請を行った場合 

 

 

４．歴史的風致形成建造物候補に関する指針 

歴史的風致形成建造物候補については、上記の歴史的風致建造物の管理の指針は

適用されない。しかしながら、一定の価値を有する建造物であるため、所有者によ

って適切に維持管理されるように働きかける。なお、災害時による損壊や著しい経

年劣化が生じたときは、所有者の了解を得て、法 13 条に基づき、歴史的風致形成建

造物に指定して、所有者による修理を公的に支援する。 
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